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Ⅲ．外国・国内優先権
1．中国意匠の国内優先権制度導入
　2021年の第 4 回法改正で、意匠にも国内優先権制
度が採用された。［図45］
　従来から、外国優先権制度を利用すれば、例えば、
出願人が日本で関連意匠を出願した場合、 6 カ月以
内に出願した関連意匠は、中国で外国優先権を主張
し、一出願にまとめて相似意匠として出願すること
ができていた。国内優先権制度ができるまでは、中
国国内の出願人が、中国で意匠Aと意匠Aに相似す
る意匠A’を前後して出願した場合、両意匠が相似す
るため、後で出願した意匠A’は重複授権の問題が発
生して登録することができなかった。国内優先権制
度が採用されたことにより、後願の出願日が 6 カ月
以内であれば、一出願にまとめて相似意匠として出
願することができるようになり、従前のような問題
が解消された。

中国意匠制度及びその活用
後編　外国・国内優先権とハーグ出願 審判決事例紹介

๺ژ໏੽ಛڐ๏཯ࣄ຿ॴɹหཧ࢜　金　玉蘭

●図45　中国での優先権出願
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